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プレス・リリース(日本語版参考訳) 
 
スイス・リーの2022年の純利益
は4億7,200万米ドル、2023年の
利益目標は30億米ドル超 
上場規程（LR）第53条に基づく臨時発表 

 
• 損害再保険事業の純利益は3億1,200万米ドル、コンバインド・レシオは

2022年通期102.4%、第4四半期91.0% 

• 生命・医療再保険事業の純利益は4億1,600万米ドル 

• コーポレート・ソリューションズの純利益は4億8,600百万米ドル、コン
バインド・レシオは93.1% 

• 投資収益率（ROI）は世界的な株式市場の下落を反映して2.0%、経常利
益率は第4四半期に3.0%に上昇 

• 損害再保険事業の保険料ボリュームは、2023年1月付の契約更改で13%
増加、保険料は18%上昇 

• 非常に強固な資本基盤を維持し、2023年1月1日時点でのグループのスイ
ス・ソルベンシー・テスト（SST）比率は目標範囲である200～250%を上
回る 

• 取締役会は、2023年4月12日の年次株主総会で1株当たり6.40米ドルの配
当を提案予定 

• スイス・リーのグループ全体の2023年純利益目標は30億米ドル超 

 
チューリッヒ、2023年2月17日–スイス・リーは、2022年通期の純利益が4
億7,200万米ドル、第4四半期の純利益が7億5,700万米ドルとなったことを報
告しました。スイス・リーの非常に強固な資本基盤に基づき、取締役会は1
株当たり6.40米ドルの配当金を提案する予定です。2023年については、損害
再保険事業の契約更改の成功、新型コロナウイルス関連の保険金支払額の減
少見通し、金利の上昇、コスト規律に支えられ、グループ全体で30億米ドル
超の純利益を目標としています。 

スイス・リーのグループ最高経営責任者であるクリスチャン・ムーメンター
ラーは、次のように述べています。「2022年は、ウクライナにおける戦
争、インフレの高騰、最終段階にある新型コロナウイルスのパンデミック、
自然災害による損失の増加など、厳しい1年となりました。当社は、非常に
強固な資本基盤を維持しつつ、これらの課題に積極的に取り組むことに注力
してきました。これにより、当社は1月付の契約更改で、魅力的な市場環
境を活用する一方、普通配当を継続する責任を果たすことができます。」 
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スイス・リーのグループ最高財務責任者であるジョン・デイシーは、次のよ
うに述べています。「スイス・リーは、損害保険事業全般のインフレによる
保険金支払の増加リスクに対処するため、年間を通じて準備金を11億米ドル
1積み増しする措置をとりました。金利の上昇はすでにこの影響を緩和させて
おり、利息収入ポートフォリオからの寄与は第4四半期に前年同期比で1億
7,000万米ドル増加しています。2022年前半に新型コロナウイルス感染症に
よる大きな影響を吸収した後、生命・医療再保険事業は魅力的な収益性レベ
ルに戻りました。コーポレート・ソリューションズは引き続き堅調な業績を
達成し、通期目標を上回りました。主要事業の好調な営業実績に牽引され、
堅調な第4四半期の業績で1年を締めくくることができたことを喜ばしく思い
ます。」 

第4四半期の堅調な業績がグループ業績を支える 
スイス・リーは、第4四半期の7億5,700万米ドルの純利益に支えられ、2022
年通期純利益が4億7,200万米ドル、自己資本利益率（ROE）が2.6%となった
ことを報告しました。前年2021年との比較では、純利益は14億米ドル、ROE
は5.7%でしたが、この減少は損害保険事業における実際の保険金支払額と見
込み額が経済インフレに影響されたこと、上場株式投資に対する時価評価の
影響、および大規模な自然災害による保険金支払が予想を上回ったことによ
るものです。 

2022年のグループの正味既経過保険料および手数料収入は、前年比0.9%増
の431億米ドルとなりました。成長率は不利な為替レートによるマイナスの
影響を受けましたが、為替レートの安定時に5.3%まで増加しました。 

非常に強固な資本基盤と経常投資収益の増加 
スイス・リーのROIは、世界の株式市場の下落やそれに伴う時価評価の調整の
影響を受け、3.2%から2.0%に減少しました。経常利益率は2021年の2.2%か
ら2022年には2.6%に上昇し、金利上昇環境下での対象を絞った再投資の恩
恵を受けています。第4四半期の経常利益率は3.0%に上昇し、利息収入の再
投資利回りは5.1%に達しました。 

 
スイス・リーの資本基盤は依然として非常に強固であり、2023年1月1日時
点でのグループのスイス・ソルベンシー・テスト（SST）比率は目標範囲で
ある200～250%を上回っています。 

第4四半期の好調な純利益に支えられた損害再保険事業の業績 
5億9,500万米ドルの好調な第4四半期の純利益に支えられ、損害再保険事業
の2022年度の純利益は、3億1,200万米ドルとなりました。通期業績は、予
想を上回る経済インフレによりマイナスの影響を受けましたが、スイス・
リーはそのために10億米ドル1の準備金を計上していました。 

大規模な自然災害による保険金支払は、主にハリケーン「イアン」、オース
トラリアと南アフリカの洪水、フランスの雹、ヨーロッパと米国の冬の嵐、
その他規模が比較的小さな一連の事象などにより、予想を上回る27億米ドル
2となりました。正味既経過保険料は、年間を通じての継続的な価格の上昇に
支えられ、微増の220億米ドルとなりました。安定した為替レートで計算し
た場合、正味既経過保険料の増加率は4.1%となりました。 

報告された損害再保険事業のコンバインド・レシオは、第4四半期は91.0%、
通年では102.4%となりました。2022年の平準化調整後の3コンバインド・レ
シオは96.9%で、目標値である94%未満を超えていますが、これは主に経済
インフレの影響によるものです。 



3/7 

 

 

1月付の損害再保険事業の更改はリスク環境の高まりを反映 
損害再保険事業の2023年1月1日付契約更改における保険料ボリュームは、
102億米ドルとなりました。これは、更改された契約の前年比でボリューム
が13%増加したことを示しています。自然災害関連の保険契約は21%の堅調
な伸びを達成しました。 

今回の更改では、すべての種目で保険料率が改善し、損害再保険事業は全体
として18%の保険料上昇を達成しました。これは、経済インフレと最新予想
損失モデルの慎重な見通しを反映した13%という高い損失想定を相殺して余
りあるものです。 

生命・医療再保険事業は、通期純利益の目標を上回る 
生命・医療再保険事業の2022年の純利益は4億1,600万米ドル（前年は4億
7,800万米ドルの純損失）となりました。生命・医療再保険事業の第4四半期
の純利益は3四半期連続で2億米ドルに達し、通期純利益目標である約3億米
ドル達成の可能性を確実なものとしています。新型コロナウイルス関連の保
険金支払は、2021年の20億米ドル弱から2022年には5億8,800万米ドルに減
少しました。 

2022年の正味既経過保険料および手数料収入は、前年比ほぼ横ばいの150億
米ドルでした。安定した為替レートで計算した場合、正味既経過保険料は、
5.1%増加しました。 

コーポレート・ソリューションズのコンバインド・レシオは目標を上回り、
堅調な業績を達成 
コーポレート・ソリューションズの2022年の純利益は、4億8,600万米ドル
となりました。この底堅い業績は、堅調な基礎事業実績と、焦点を絞った
ポートフォリオにおける新規事業の力強い伸びを反映しています。業績は、
ウクライナにおける戦争関連を含む大規模な人災による損失の増加や、著し
く悪化した前年の状況による影響を受けました。当該事業部門は、1億米ド
ルの追加準備金1を計上し、将来の保険金支払額の上昇に対する強靭性を向上
させました。 

正味既経過保険料は、焦点を絞ったポートフォリオにおける新規事業の伸び
と、すでに実現した保険料率引上げの継続的な実施により、2.6%増の55億米
ドルとなりました。安定した為替レートでは、年度半ばに売却したelipsLifeの
事業を除いた正味既経過保険料は14.8%増加しました。 

コーポレート・ソリューションズのコンバインド・レシオは通年で93.1%と
なり、2022年の目標値である95%未満を上回る結果となりました。   
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iptiQは成長軌道を維持 
iptiQは、2022年も順調に事業を拡大し、保有保険契約数は前年同期の160万
件から210万件以上に増加しました。総収入保険料は、全地域が貢献し、前
年比17.7%増の8億5,100万米ドルとなりました。安定した為替レートでは、
27.8%の上昇を達成しました。 

財務目標と見通し 
2023年については、魅力的な市場環境、新型コロナウイルス関連の保険金支
払額の減少見通し、金利の上昇、コスト規律を背景に、30億米ドル超の純利
益を目標としています。スイス・リーは、地政学的およびマクロ経済的な不
確実性のレベルを考慮しても、2023年にグループのSST比率が目標範囲を大
幅に上回り、非常に強固な資本力を維持することを目指しています。また、
当グループは2024年に1株当たりの経済的純資産の年間成長率を10%、自己
資本利益率4を14%にするという複数年の目標を追認しました。 

損害再保険事業は平準化アプローチから脱却し、2023年のコンバインド・レ
シオ95%未満、生命・医療再保険事業は約9億ドルの純利益、コーポレー
ト・ソリューションズはコンバインド・レシオ94%未満を目標としていま
す。 

スイス・リーのグループ最高経営責任者であるクリスチャン・ムーメンター
ラーは、次のように述べています。「2023年は順調にスタートし、1月付の
更改が好調であったことは、収益性を高め、株主の皆様に価値を提供すると
同時に、お客様を継続的にサポートするという当社の意欲を反映していま
す。当社の投資ポートフォリオは金利上昇の恩恵を受ける状況にあり、過去
数年間に見られたような新型コロナウイルス関連の高額の保険金支払が再び
発生することはないと考えています。不透明なマクロ経済環境においても、
当グループは新たに設定した高い目標を達成することができると確信してい
ます。」  



5/7 

 

 

2022年の業績詳細 
 

 
2021年度5

 2022年度 

単位：百万米ドル（別途明記されている場合を除く）   

グループ連結（総額） 
  

正味既経過保険料および手数
料収入 

42 726 43 118 

純利益/損失 1437 472 

自己資本利益率 
（%、年率換算） 

5.7 2.6 

投資収益率 
（%、年率換算） 

3.2 2.0 

経常利益率 
（%、年率換算） 

2.2 2.6 

 2021年12月31日 2022年12月31日 

自己資本 23 568 12 699 

1株当たりの簿価（米ドル） 81.56 43.94 
  

2021年度 
 

2022年度 

損害再保険 
  

正味既経過保険料 21 926 22 028 

純利益/損失 2216 312 

コンバインド・レシオ（%） 97.1 102.4 

生命・医療再保険 
  

正味既経過保険料および手数
料収入 

14 995 14 984 

純利益/損失 －478 416 

経常利益率 
（%、年率換算） 

2.8 3.2 

コーポレート・ソリューションズ 
  

正味既経過保険料 5 343 5 482 

純利益/損失 578 486 

コンバインド・レシオ（%） 90.6 93.1 

 
 

 
 

1 IBNRの形で、前年度および当年度の準備金を含みます。 
2 正味復元保険料2億米ドル。 
3 平準化調整後のコンバインド・レシオは、前年度の準備金の推移を考慮せず、平均的な大規模自
然災害に伴う損失負担を想定しています。 
4 2022年2月に発表されたUS GAAPに準拠したROEの目標値は、自己資本が2021年末の236億米ド
ルを上回る予想に基づくものです。 
5 2021年の比較情報は、再保険へのプリンシパル・インベストメント、Admin Re USの一部、グ
ループ商品からのセグメント横断的な貸付金の再配分を反映して修正されたものです。  
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財務カレンダー 2023 
2023年3月16日 2022年次報告書の発行 
2023年4月12日 第159回年次株主総会 
2023年5月4日 2023年第1四半期決算 
2023年8月4日 2023年上半期決算 
2023年11月3日 2023年第3四半期累計決算 
2023年12月1日 2023年インベスターズ・デイ 

 
メディア・カンファレンス 
スイス・リーは、本日10時30分（CET）にメディア・カンファレンスを開催します。メディ
ア・カンファレンスには、コンピューターまたはTeamsのモバイルアプリから、以下のリンクを
使用して参加することができます。 Microsoft Teams meeting. また、下記のカンファレンスID、
電話番号からダイヤルイン（音声のみ）することもできます。 

 
カンファレンスID： 630 419 973# 

 
スイス： +41 (0) 43 210 57 61 
英国： +44 (0) 20 3443 6271 
米国： +1 (1) 347 343 2594 
ドイツ： +49 (0) 69 3650 5756 8 
フランス： +33 (0) 1 7037 8776 
香港： +852 3704 2823 

 
その他の地域のダイヤルイン番号については、こちらをクリックしてください。 

 
投資家およびアナリスト向けのカンファレンス・コール 
スイス・リーは、本日午後1時30分（CET）に質疑応答に限定した投資家およびアナリスト向け
のカンファレンス・コールを開催します。投資家およびアナリスト向けプレゼンテーションに
は、こちらからアクセスできます。開始10～15分前に、以下の電話番号よりカンファレンス・
コールにおつなぎください。 

 
スイス： +41 (0) 58 310 5000 

英国： +44 (0) 207 107 0613 

米国： +1 (1) 631 570 5613 

ドイツ： +49 (0) 69 5050 0082 

フランス： +33 (0) 1 7091 8706 
 
スイス・リーについて 
スイス・リー・グループは、世界のレジリエンス向上を目指し、再保険、保険、その他保険
ベースのリスク移転で世界をリードする大手再保険会社です。自然災害、気候変動、高齢化、
サイバー犯罪などのリスクを予測・管理します。スイス・リー・グループは社会の繁栄・発
展を可能にし、お客様のために新たな機械やソリューションを作り出すことを目的としていま
す。1863年にスイスのチューリッヒで創業したスイス・リーは、世界約80カ所で事業拠点を展
開しています。 

将来に対する見通しに関する注意事項 
本資料に記載されている記述や図表には将来に対する見通しが含まれています。これらの記述
（計画、目的、目標、傾向に関するものを含む）および図表は、ある仮定に基づく将来の事象に
対する現時点での予測を示すものであり、過去の事実や現在の事実に直接関係していない記述
も含まれます。 

将来に関する見通しで使用される一般的な単語や語句としては、「予想する」、「目標とす
る」、「目的とする」、「仮定する」、「信じる」、「継続する」、「見込む」、「期待す
る」、「予測する」、「意図する」といった表現が含まれます。さらに、「～だろう」、「～の
可能性がある」、「～はずだ」、「～であろう」、「～かもしれない」といった未来や仮定を示
す表現が使用されます。こうした将来に関する見通しには、既知または未知のリスク、不確実性
やその他の要因が関係しており、スイス・リー（以下「当グループ」という）の経営実績、財務
状態、ソルベンシー比率、資本または流動性ポジションあるいは見通しは、こうした記述によっ
て明示または暗示される将来の経営成績、財務状態、ソルベンシー比率、資本または流動性ポジ
ションあるいは見通しとは実質的に異なる可能性があり、また、当グループが公開した目標を達
成できないおそれがあります。例えば、以下のような要因が考えられます。 

• 世界の資本市場、クレジット市場、外国為替市場およびその他の市場の変動の上昇および/
または混乱、それらの市場のそれぞれの価格、金利、為替レートおよびその他のベンチ
マークへの影響、ならびに歴史的に高いインフレ率などのマクロ経済事象または展開 

• 保険金支払事象、特に自然災害、人的災害、コロナウイルス（以下「新型コロナウイル
ス」という）などの大流行、ソーシャルインフレーションによる訴訟、テロ行為、ウクラ
イナにおける戦争等の戦争行為、および制裁、国有化、差し押さえ等の政府関連または他

https://teams.microsoft.com/l/meetup-join/19%3ameeting_ODExODFiMTUtNTNjMS00MzU1LWExMjktMzk2NWRkZDg0MTdl%40thread.v2/0?context=%7b%22Tid%22%3a%2245597f60-6e37-4be7-acfb-4c9e23b261ea%22%2c%22Oid%22%3a%22493566ad-97d6-4850-ae6c-d72a9bb68dbc%22%7d
https://teams.microsoft.com/l/meetup-join/19%3ameeting_ODExODFiMTUtNTNjMS00MzU1LWExMjktMzk2NWRkZDg0MTdl%40thread.v2/0?context=%7b%22Tid%22%3a%2245597f60-6e37-4be7-acfb-4c9e23b261ea%22%2c%22Oid%22%3a%22493566ad-97d6-4850-ae6c-d72a9bb68dbc%22%7d
https://dialin.teams.microsoft.com/a1675996-af4d-4860-96b0-9472c995d4c8?id=630419973
https://www.swissre.com/investors/financial-information.html
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の関連措置、ならびにこれらの経済効果等の頻度、深刻度、展開、およびこれらに関連す
る損失額 

• 環境・社会・ガバナンス（以下「ESG」という）、サステナビリティおよび企業の社会的
責任（以下「CSR」という）に関する基準を遵守し、これらの事項に関する目的、目標ま
たは意欲を完全に達成する当グループの能力 

• 当グループの戦略的目標を達成するための能力 
• 法的措置、規制関連の調査や提訴（業界の要件や一般的に適用されるビジネス行動基準な

どに関するものを含む）、社会的なインフレの結果として増加する可能性のある、その強
度および頻度 

• 中央銀行による金融市場への介入、貿易戦争またはその他の国際貿易協定に関連する保護
主義的な措置、悪影響をもたらす地政学的事象、国内の政治的混乱、または世界経済の状
況に悪影響をもたらすその他の動向 

• 死亡率、疾病率、平均余命 
• 再保険セクターの景気循環性 
• 当グループの十分な流動性（再保険契約の出再保解約の可能性、負債または負債に類する

合意の期限前償還、当グループの財務力などが実際に悪化、または悪化と認識されること
による担保要求に対応する十分な流動性など）を維持する能力と、資本市場にアクセスす
る能力 

• 当グループが、賃借対照表に記載した有価証券の売却額を、会計上の計上額で実現できな
いこと 

• 当グループが、株式および債券市場の変動、投資ポートフォリオの構成、またはその他の
要因により、投資ポートフォリオから十分な投資収益を生み出せないこと 

• 当グループやその出再会社に影響する法規制の変更、または規制当局や法廷によるその解
釈の変化（包括的な改革や、多角的なアプローチからグローバルな事業規制へのシフトに
よる場合など） 

• 当グループ、取締役会または経営陣の評判に悪影響を及ぼす問題 
• 当グループのいずれか1社もしくは複数の企業の財務力、またはその他の格付けの低下、喪

失、破棄および格付け向上の達成能力に悪影響を及ぼす動向 
• 予想される準備金の不確実性。これには実際の保険金支払実績と、引受上および準備金積

立上の想定との差異を含む 
• 保険契約更改および失効率 
• 税務監査の結果、税務上の繰越欠損金の回収可能性、繰延税金資産の回収可能性（法域に

おける収益の比率、または支配権の変更とみなされる状況によるものを含む）（これら
は、将来的な収益にマイナスの影響をもたらす可能性があります）、および当グループの
事業モデルに対する税制変化の全体的な影響 

• 資産、負債、収益または費用（偶発資産および偶発負債を含む）の計上額に影響を及ぼ
す、会計上の見積もりまたは前提の変更および会計基準、会計慣行または会計指針の変更 

• 外貨の上昇または下落 
• ベンチマーク参考料率の改正またはその他の潜在的な変更 
• 当グループのヘッジ契約が有効に機能しなかった場合 
• 大規模な投資、買収、譲渡、および遅延、予期せぬ負債その他の費用、予想を下回る利

益、減損、格付け変更、またはそうした取引に関連して発生するその他の問題 
• 当グループのお客様やその他の取引先に影響する異常事態（会社の倒産、清算、その他の

信用に関わる事象） 
• 競争水準の変化 

• テロ攻撃、サイバー攻撃、自然災害、公衆衛生上の緊急事態、敵対行為またはその他の事
象による事業混乱の影響 

• 当グループの子会社が配当またはその他の分配金を支払う能力の制限、および 
• 経営上の要因（将来的なリスクを予想・管理するためのリスク管理手順やその他の社内手

順の効果など） 

これらの要因はすべてを網羅するものではありません。当グループは、絶えず変化する環境で
事業を運営しており、新たなリスクは常に発生しています。読者の方は、将来に関する見通
しを信頼しすぎないようにしてください。スイス・リーは、新たな情報、将来の事象その他の
結果にかかわらず、将来に関する見通しを公に改訂または更新する義務を一切負いません。 

この資料は、有価証券の購入、売却、保持を推奨するものではありません。米国を含むあらゆ
る法域において有価証券の売却や購入を勧誘するものではありません。こうした情報は、該当
する証券法に従い、目論見書または募集要項を通じてのみ提供されます。 

この資料の日本語版は原文（英語版）の参考訳として作成されたものであり、原文（英語版）
と日本語参考訳との間に齟齬がある場合は、原文（英語版）が優先します。 
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